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立地適正化計画（素案）（平成２８年３月公表） 

① 「都市拠点」に立地する都市機能の内容 

『都市拠点』に本市全体の活力を牽引する高次の商

業・業務機能などの都市機能を高度に集積 

高次都市機能（「高次都市機能誘導区域」を基本に設定） 

『高次都市機能誘導区域』に都市の活力をけん引し，ま

ちなかの賑わい創出につながる「高次都市機能」を備えた

誘導施設を検討 

→具体的な施設は，関係法令に基づき，居住者の利便

のため必要な施設に絞り込んで設定 

※「働く」に関わる産業・業務支援は別枠の支援として整理

②「地域拠点」に立地する都市機能の内容 

人口規模に応じた施設立地の可能性調査や，市民ア

ンケートなどを踏まえ，全ての地域拠点に備える都市機

能を整理 

大規模なサービス提供施設などに関する都市機能は

拠点間の公共交通アクセス性の向上により補完・充足 

身近な都市機能（「都市機能誘導区域」を基本に設定） 

『都市機能誘導区域』に，「身近な都市機能（日常的か

つ基礎的な生活利便機能）」を備えた誘導施設を検討 

具体的な施設は，施設の立地状況や関連分野における

施策の方向性などを踏まえて検討 

→高齢者福祉・子育て支援に関する施設は「少子・超高

齢社会に対応した都市機能」として，別類型で整理 

 

 

「ネットワーク型コンパクトシティ形成ビジョン」との比較（誘導施設の考え方） 参考１

 

具体化 

※「公共施設等 
総合管理計画」と整合 

ネットワーク型コンパクトシティ形成ビジョン 

（平成２７年２月策定） 
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